
会報

148第 号
令和2年4月

※ご応募いただく際お預かりする個人情報は、掲載させていただいた方への図書カードの送付の
　ために利用させていただきます。

住所、氏名、電話番号、撮影年月日、撮影場所、写真の簡単な説明を記入したメモを必ず添えて、表紙裏面に
記載の住所あてに郵送、あるいは協会までご持参ください。写真はつちおと掲載後に返却いたします。 

つちおとの表紙を飾る写真つちおとの表紙を飾る写真 ◆テーマ・題材◆静岡県内の明治・大正・昭和期の建設工事関連写真

掲載の方には
2,000円分の
図書カード
進呈!

袋井消防庁舎・袋井市防災センター

本庁舎棟の屋上には、総重量10トンまでのヘリコプターが離着陸可能なヘリポート（23.8ｍ×23.8ｍ）を設置し、平時
はドクターヘリの離着陸、災害時は自衛隊などの応援部隊の受け入れを行います。その他、消防職員だけでなく自主防災
隊、消防団、企業などが活動できる訓練塔を整備し、地域の消防力向上を図る施設としています。令和2年4月1日から業務
を開始しています。

南から空撮

中2階から 水難機材庫

積層ゴム

レール式転がり支承



令和2年4月1日発行
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特集 ～ 平成のあゆみ ～ 
未来を向き、振り返る。

2

平成27年　森町総合体育館「森アリーナ」（周智郡森町森）

平成25年　中東遠総合医療センター（掛川市菖蒲ヶ池）

平成28年　渚の交流館（磐田市豊浜）

平成29年　掛川市立さかがわ学校給食センター（掛川市逆川）

平成の時代も終わり、新しい令和の時代に！
袋井建設業協会管内で造られた主だった公共建造物を年表

とともに振り返ってきました。
3回目は、平成21年から31年をたどり、最終回となります。

掛川区域の8カ所の調理場を統合して整備され、一日最大6,000食の調理が可能な施設となっています。
子どもたちに安全・安心でおいしい給食が提供できるよう、作業ごとの部屋の区分けや機器の選定にこだわり、

徹底した衛生管理による調理を可能にした施設です。

周智高等学校グラウンド跡地に移転・建て替えを実施し、新たな健康づくり・体力づくりの場として建設されました。
切妻屋根が特徴的で、内装には天竜材のスギやヒノキをふんだんに使用した明るく開放的な施設です。

海を生かした地域づくりのお手伝いをする拠点として、日本財団が提唱する「渚の交番」に位置付けられ、磐田市、
袋井市、日本財団の3者が連携して運営しています。

平成年表（21年～31年）

空撮写真 外観 館内

周囲の景観に配慮した森町総合体育館 木のぬくもりと通り抜ける風が心地よい森アリーナ

全国で初めて、掛川市と袋井市の2つの異なる市立病院が統合してできた医療施設で中東遠地域の基幹病院です。当セ
ンターは、高い耐震・免震機能を持つとともに、電気・水といったライフラインを充実させ、災害拠点病院として災害時におけ
る医療機能の確保・継続に備えています。

 平成21年（2009） 民主党政権（八ツ場ダム問題、事業仕分け等）、

  エコポイント始まる

 平成22年（2010） 中国各地で反日デモ、経済危機でアテネ混乱、

  高速道路無料化の社会実験、チリ大地震

 平成23年（2011） 東日本大震災、金正日総書記死去、タイで大洪水、

　　　　　　　　　  サッカー女子Ｗ杯優勝

 平成24年（2012） 自民党政権（第２次安倍内閣）発足、ロンドンオリンピック、

  山中伸弥京大教授ノーベル医学生理学賞受賞

 平成25年（2013） 特定秘密保護法が成立

 平成26年（2014） はやぶさ２打ち上げ、デング熱、御嶽山噴火、

  広島市で大規模土砂災害発生（平成26年8月豪雨）

 平成27年（2015） 常総市の鬼怒川決壊（関東・東北豪雨）、戦後７０年、

  姫路城大修理完了

 平成28年（2016） 北海道新幹線開業、リオデジャネイロ五輪、熊本地震、

  米大統領選でドナルド・トランプ勝利

 平成29年（2017） 森友学園問題

 平成30年（2018） 西日本豪雨（死者２００人以上）、北海道地震、

  築地８３年の歴史に幕（日本一の魚河岸、豊洲へ）

世の中の主な出来事

 平成22年（2010） 掛川市新エコポリス第2期工業団地造成完成
 平成23年（2011） 磐田市クリーンセンター完成
 平成24年（2012） 磐田市防災センター完成
 平成25年（2013） 中東遠総合医療センター完成
 平成26年（2014） ふじのくに森の防潮堤づくりスタート
 平成27年（2015） 森町総合体育館「森アリーナ」完成

 平成28年（2016） 磐田市渚の交流館完成、
  袋井バイパス（平面部6車線化）完成
 平成29年（2017） 掛川市立さかがわ学校給食センター完成
 平成30年（2018） 磐田市卓球場・アーチェリー場完成
 平成31年（2019） 粟ケ岳世界農業遺産茶草場テラス完成 　

袋井建設業協会管内の主な工事

平成25年　中東遠総合医療センター（掛川市）

28年7月27日　着工前

Ｈ29年1月23日　工事中

柔道場・剣道場として使える体力測定室ランニングコース

受付待合 ホスピタルモール

救急 人間ドック・健診センター
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袋井市森町広域行政組合は、老朽化した袋井消防庁舎の建て替えにあわせ、常設の袋井市災害対策本部室を備
えた市防災センターを合同庁舎として整備し、「袋井消防庁舎・袋井市防災センター」として業務を開始しています。消
防・市・消防団の災害対策本部が同じフロアに設置でき、連携を強化。地震発生時でも災害対策本部機能が確保できる
よう、袋井市の公共施設として初めて免震構造を採用。地震時には建物が水平に最大90cm移動して、地震の揺れを吸
収します。本庁舎棟には強固な支持層へ到達する杭長約35ｍ、杭径1,400mmの鋼管杭を施工。停電に備え、異なる２つ
の変電所から電気を受電する２回線受電とし、さらに非常用発電機を上層階に設置し、３日分の燃料も備蓄しています。

袋井消防庁舎・袋井市防災センター

中
東
遠
の
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神木「梛(なぎ)」の樹神木「梛(なぎ)」の樹

高
松
神
社
御
祭
神

高
松
神
社
御
祭
神

伊
弉
冊
尊

速
玉
男
命

事
解
男
命

三
大
祭

三
大
祭

例
祭
　
　
十
月

新
嘗
祭
　
十
一
月

祈
年
祭
　
二
月

御
由
緒

御
由
緒

文
武
天
皇
の
勅
願
に
よ
り
、
紀
州

熊
野
三
社
の
う
ち
、
新
宮
の
熊
野
速

玉
大
社
分
神
を
高
松
山
へ
大
宝
元
年

（
七
〇
一
年
）に
勧
請
さ
れ
た
の
が
は

じ
ま
り
で
す
。
以
来
、
地
域
の
氏
神

様
と
し
て
千
三
百
年
間
、
災
難
消

除
、
五
穀
豊
穣
、
商
売
繁
盛
、
家
内

安
全
、
交
通
安
全
、
安
産
縁
結
、
病

気
平
癒
の
守
神
と
し
て
信
仰
を
集
め
て
き
ま
し
た
。
海
を

一
望
で
き
る
高
台
に
建
つ
こ
と
か
ら
、
漁
の
と
き
「
無
事
に

帰
っ
て
く
る
」た
め
の
目
印
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

二
百
十
三
段
の
石
段
を
登
っ
た
先
に
は

二
百
十
三
段
の
石
段
を
登
っ
た
先
に
は

平
成
二
十
年（
二
〇
〇
八
年
）に
南
側
に
伸
び
る
参
道
の

石
段
が
修
復
さ
れ
、安
全
で
歩
き
や
す
く
、見
晴
ら
し
の
い

い
石
段
と
な
り
ま
し
た
。二
百
十
三
段
の
石
段
を
登
り
き

る
と
、
遠
州
灘
と
駿
河
湾
一
望
で
き
る
海
抜
六
十
五
メ
ー

ト
ル
の
位
置
に
達
し
ま
す
。

水
平
線
か
ら
朝
日
が
上

り
、
水
平
線
に
夕
日
が
沈

む
三
六
〇
度
を
見
渡
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。そ
の
素
晴

ら
し
い
眺
望
を
ぜ
ひ
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

十
月
の
第
二
土
曜
日
の
例
祭
に
お
い
て
、氏
子
ら
に
よ
る

奉
納
相
撲
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
文
政
十
一
年
（
一
八
二

八
年
）の
古
文
書
に
記
載
さ
れ
、そ
れ
以
前
か
ら
行
わ
れ
て

き
ま
し
た
の
で
二
百
年
近
い
伝
統
が
あ
り
ま
す
。

祭
礼
当
日
、氏
子
よ

り
選
抜
さ
れ
た
力
士

四
十
八
名
で
取
組
が

行
わ
れ
ま
す
。
三
役
相

撲
と
し
て
、
大
関
・
関

脇
・
小
結
の
三
番
が
奉

納
さ
れ
、そ
れ
が
出
場

者
の
名
誉
と
な
り
ま

す
。
本
殿
の
東
側
に
は

相
撲
奉
納
の
証
の
よ
う

に
、
力
試
し
を
し
た
と

さ
れ
る
「
力
石
」
が
あ

り
ま
す
。

第
六
回
は
、御
前
崎
市
門
屋
に
あ
る「
高
松
神
社
」を
紹
介
し
ま
す
。千
三

百
年
の
歴
史
を
刻
む
、熊
野
三
山「
新
宮
」に
あ
た
る
遠
州
の
神
社
で
す
。

※

「
遠
州
の
熊
野
三
山
」・・・新
宮
に
あ
た
る
高
松
神
社
、本
宮
に
あ
た
る
三
熊
野

　神
社
、那
智
に
あ
た
る
小
笠
神
社
が
、今
の
世
の
地
に
鎮
座
し
て
い
ま
す
。

奉
納
す
る
の
は
相
撲
で
す

奉
納
す
る
の
は
相
撲
で
す

高
松
神
社
の
本
殿
は
、多

様
な
彫
刻
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
木
鼻
に
十
二
、

蟇
股
に
十
二
、合
計
で
二
十

四
も
の
彫
刻
が
ほ
ど
こ
さ
れ

て
い
ま
す
。
題
材
と
な
っ
て
い

る
の
は
、聖
域
を
象
徴
す
る

仙
人
や
中
国
故
事
を
も
と

に
し
た
人
物
、権
力
や
武
力

を
象
徴
す
る
龍
、
唐
獅
子
、
像
な
ど
、
日
本
に
は
い
な
い
、

も
し
く
は
想
像
上
の
動
物
な
ど
多
様
で
す
。
海
に
近
い
神

社
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
波
の
模
様
も
多
く
あ
る
の
が
特
徴

で
す
。 海

と
波
を
あ
し
ら
う
多
彩
な
彫
刻

海
と
波
を
あ
し
ら
う
多
彩
な
彫
刻

か
え
る
ま
た

い
ざ
な
み
の
み
こ
と

は
や
た
ま
お
の
み
こ
と

こ
と
さ
か
お
の
み
こ
と

御
前
崎
市
門
屋

高
松
神
社

御
前
崎
市
門
屋

高
松
神
社

工 事 名 称  ： 平成30年度（債）袋井消防庁舎・袋井市防災センター建築工事
工 事 場 所  ： 袋井市国本2907番地
発 注 者 ： 袋井市森町広域行政組合 管理者 袋井市長 原田 英之
工　　　期 ： 平成30年5月29日～令和2年1月8日
敷 地 面 積  ： 8,196.42㎡
構　　　造 ： 本庁舎棟　RC造（免震構造） 地上5階　建築面積 1,375.97㎡ 延べ面積 5,296.07㎡
  車庫備蓄倉庫棟　S造 地上1階　建築面積 295.38㎡ 延べ面積 295.38㎡
  総合訓練塔　RC造 地上4階　建築面積 134.25㎡ 延べ面積 324.00㎡
  消防訓練塔　RC造 地上4階　建築面積 59.67㎡ 延べ面積 192.00㎡ 他
諸　  　室 ： 執務室、仮眠室、出動準備室、消防車両車庫、袋井市災害対策本部室、消防団本部室　他
設計・監理者 ： （株）梓設計 中部支社
施 工 者 ： 建築工事 丸明・永井特定JV　　　電気設備工事　松川・大豊特定JV　　　機械設備工事　菱和設備・渥美特定JV

情報管理室 袋井市災害対策本部員会議室 地下免震ピット

ヘリポート

消防署執務室

総合訓練塔・消防訓練塔

工 

事 

概 

要
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協
会
活
動
報
告

理
事
会

そ
の
1 

O
K
は
間
違
い
か
ら
生
ま
れ
た
！？

み
ん
な
も
日
常
的
に
使
う「
O
K
」と
い
う
言

葉
。実
は
、こ
の
言
葉
ア
メ
リ
カ
の
7
代
目
大
統

領
、ア
ン
ド
リ
ュ
ー・ジ
ャ
ク
ソ
ン
が
、許
可
を
出

す
と
き
に「all correct

」を「oll korrect

」

と
書
い
て
し
ま
っ
た
の
が
、普

及
し
て
し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。

「
O
K
」が
間
違
い
か
ら
生
ま

れ
て
い
る
な
ん
て
…
と
っ
て
も

微
妙
で
す
ね
。

そ
の
2 

キ
リ
ン
は
不
眠
症
！

動
物
園
で
子
ど
も
に
大
人
気
の
キ
リ
ン
。実

は
、キ
リ
ン
の
1
日
の
睡
眠
時
間
は
、10
分
〜
20

分
程
度
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
ん
で
す
。草
食
動

物
の
睡
眠
時
間
は
、肉
食
動
物
か
ら
身
を
守
る

た
め
に
短
く
な
る
傾
向

に
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
が
…
。身
体
は
大

き
い
の
に
、と
っ
て
も
デ

リ
ケ
ー
ト
な
性
格
だ
っ

た
ん
で
す
ね
。

そ
の
3 

お
や
つ
は
江
戸
時
代
に
も
あ
っ
た
！

お
や
つ
の
語
源
は
、江
戸
時
代
の
中
期
頃
ま

で
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。当
時
は
、1
日
2
食
が
普

通
の
習
慣
。そ
の
た
め
、午
後
2
時
か
ら
4
時
ま

で
に
間
食
を
す
る
人
が
た
く
さ
ん
い
た
そ
う
で

す
。こ
の
時
間
を「
八
つ

刻
」と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。

そ
こ
か
ら
、間
食
の
こ
と

を「
お
や
つ
」と
呼
ぶ
よ
う

に
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

ち
ょっ
と
し
た
小
話

ち
ょっ
と
し
た
小
話

ど
き

１２
／
３（
火
）令
和
元
年
度 
第
5
回
理
事
会

●
全
建
表
彰
及
び
県
協
会
長
賞
表
彰
候
補
者
の
推
薦

●
県
立
磐
田
農
業
高
等
学
校
生
の
現
場
見
学
会
の
受
入
れ

●
災
害
支
援
協
定
に
基
づ
く
県
外
等
会
員
派
遣
ル
ー
ル

●
袋
井
建
設
業
会
館
貸
出
し
規
程
の
策
定

●
建
設
業
労
働
災
害
防
止
協
会
静
岡
県
支
部
袋
井
分
会

　
に
お
け
る
表
彰
等
の
基
準

●
協
会
活
動
報
告（
正
副
会
長
職
務
執
行
状
況
）

●
静
岡
理
工
科
大
学
と
の
交
流
事
業
の
実
施

●
新
諸
規
定
集
の
作
成

●
委
員
長
報
告
　
ほ
か

１２
／
１８（
水
）臨
時
理
事
会

●
協
会
会
費
見
直
し
に
関
す
る
総
務
委
員
会
報
告
と

　
そ
の
承
認

●
協
会
会
費
未
納
会
員
に
対
す
る
対
応・措
置
等

１
／
１６（
木
）令
和
元
年
度 

第
6
回
理
事
会

●
令
和
２
年
度
協
会
予
算
編
成
方
針

●
令
和
２
年
度
定
時
総
会
等
開
催
日

●
令
和
２
年
度
会
員
研
修
の
研
修
先

●
道
路
啓
開
実
動
訓
練
へ
の
協
力・参
加

●
静
岡
理
工
科
大
学
と
の
交
流
事
業
結
果
報
告

●
令
和
２
年
度「
安
全
祈
願
祭
」

●
委
員
長
報
告
　
ほ
か

２
／
１３（
木
）令
和
元
年
度 

第
7
回
理
事
会

●
令
和
2
年
度
協
会
等
収
支
予
算

●（
一
社
）袋
井
建
設
業
協
会
委
員
会
規
定
の
改
定

●
令
和
2
年
度
建
産
連
会
長
表
彰
候
補
者
の
推
薦

●
令
和
2
年
度
協
会
役
員
等
予
定
者

●
磐
田
農
業
高
等
学
校
生
徒
現
場
見
学
会
報
告

●
道
路
啓
開
実
動
訓
練
参
加
報
告

●
委
員
長
報
告
　
ほ
か

委
員
会
等
報
告

■
正
副
会
長
会
議

12
／
3（
火
）第
8
回 

正
副
会
長
会
議

・ 令
和
元
年
度 

第
5
回
理
事
会
上
程
議
案
及
び

 報
告
事
項

12
／
12（
木
）臨
時 

正
副
会
長
会
議

・ 臨
時
理
事
会
の
開
催
等

12
／
18（
水
）臨
時 

正
副
会
長
会
議

・ 臨
時
理
事
会
上
程
議
案

1
／
16（
木
）第
9
回 

正
副
会
長
会
議

・ 令
和
元
年
度 

第
6
回
理
事
会
上
程
議
案
及
び

 報
告
事
項

2
／
13（
木
）第
10
回 

正
副
会
長
会
議

・ 令
和
元
年
度 
第
7
回
理
事
会
上
程
議
案
及
び

 報
告
事
項

2
／
27（
木
）第
11
回 
正
副
会
長
会
議

　
　
　
　
　
　
　（
兼
総
務
委
員
会
）

・ 令
和
2
年
度
協
会
事
業
予
算
等

■
総
務
委
員
会（
労
務
委
員
会
）

11
／
22（
金
）第
3
回 

総
務
委
員
会

・ 協
会
会
費
の
見
直
し

12
／
14（
土
）

静
岡
理
工
科
大
学
交
流
事
業
の
実
施

・ ジ
ュ
ビ
ロ
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス・ア
ス
リ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

 施
設
見
学

 【
参
加
者
31
名
：
協
会
７
名
、生
徒
19
名
、教
授
5
名
】

12
／
20（
金
）第
3
回 

労
務
委
員
会

・ 県
立
磐
田
農
業
高
等
学
校
現
場
見
学
会
事
前
調
整

2
／
27（
木
）第
4
回 

総
務
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　（
兼
正
副
会
長
会
議
）

・ 令
和
2
年
度
協
会
事
業
予
算
等

1
／
9（
木
）

新
年
の
つ
ど
い【
会
員
51
名
、来
賓
5
名
】

1
／
22（
水
）

浜
松
河
川
国
道
事
務
所
意
見
交
換
会

2
／
6（
木
）

県
立
磐
田
農
業
高
等
学
校
現
場
見
学
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　【
参
加
生
徒
数
15
名
】

・ 防
災
林
造
成
工
事
、用
水
路
工
事（
掛
川
市
大
渕
地
内
）

・ 橋
梁
耐
震
補
強
工
事（
磐
田
市
三
ケ
野
地
内
）

　
袋
井
建
設
業
協
会
総
務
委
員
会（
井
谷
安
秀
総
務
委
員
長
）は
、12
月

14
日
、静
岡
理
工
科
大
学
建
築
学
科
の
学
生
や
教
授
ら
31
人
を
対
象
に

「
ジ
ュ
ビ
ロ
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス・ア
ス
リ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」（
磐
田
市
大
久
保
地

内
）で
交
流
見
学
会
を
開
催
し
た
。講
師
役
は
、建
築
部
会（
金
原
晃
雄
部

会
長
）が
務
め
、「
地
元
に
愛
さ
れ
る
施
設
を
施
工
で
き
る
の
も
建
設
業
の

魅
力
」と
伝
え
た
。

　
当
施
設
は
、「
第
35
回
静
岡
県
建
設
業
協
会
建
設
も
の
創
り
大
賞
」の

建
築
部
門
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
建
造
物
。１
階
が
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
の
壁
構
造
、２
階
が
木
造
構
造
、既
存
法
面
を
生
か
し
た
曲
面
状
の

施
設
と
い
う
特
異
な
設
計・施
工
が
特
徴
。

静
岡
理
工
科
大
学
と
の
交
流
事
業

静岡理工科大学での
施設概要説明

参加者全員による記念写真

や

ジュビロクラブハウス・アスリートセンター

■
安
全
委
員
会

11
／
13（
水
）第
5
回 

安
全
委
員
会

・ 安
全
大
会
の
実
施
に
つ
い
て

12
／
5（
木
）第
6
回 

安
全
委
員
会

・ 年
末
官
民
合
同
建
設
現
場
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施
計
画

 最
終
確
認

12
／
5（
木
）

年
末
官
民
合
同
建
設
現
場
パ
ト
ロ
ー
ル（
管
内
全
地
区
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
参
加
者
28
名
】

参
加
機
関
等
:磐
田
労
基
署・袋
井
土
木・

　
　
　
　
　
中
遠
農
林・企
業
局・協
会
安
全
委
員

2
／
5（
水
）第
7
回 

安
全
委
員
会

・ パ
ト
ロ
ー
ル
実
績
報
告

・ 令
和
2
年
度
事
業
計
画
検
討

2
／
27（
木
）

建
災
防
袋
井
分
会
技
能
講
習
講
師
団
打
合
せ
会

・令
和
元
年
度
事
業
実
績
報
告

・令
和
2
年
度
事
業
計
画
検
討

■
広
報
委
員
会

11
／
14（
木
）第
8
回 

広
報
委
員
会

・ 会
報「
つ
ち
お
と
第
1
4
7
号
」の
校
正

12
／
1（
日
）

「
つ
ち
お
と
第
1
4
7
号
」の
発
行

12
／
18（
水
）第
9
回 

広
報
委
員
会

・ 会
報「
つ
ち
お
と
第
1
4
8
号
」の
編
集
計
画

1
／
20（
月
）第
10
回 

広
報
委
員
会

・ 会
報「
つ
ち
お
と
第
1
4
8
号
」の
編
集
会
議

2
／
19（
水
）第
11
回 

広
報
委
員
会

・ 会
報「
つ
ち
お
と
第
1
4
8
号
」の
編
集

■
技
術
委
員
会 

土
木
部
会

11
／
19（
火
）

令
和
元
年
度
袋
井
土
木
事
務
所
及
び

中
遠
農
林
事
務
所
と
の
意
見
交
換
会
開
催

・ 入
札
条
件
の
緩
和
、情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
、発
注
工
事

の
平
準
化
、適
正
な
設
計
積
算
な
ど

 （
1
）袋
井
土
木
事
務
所
関
係
　
27
件

 　
　
　
　
　
　
　【
協
会
12
名
、土
木
職
員
等
19
名
】

 （
2
）中
遠
農
林
事
務
所
関
係
　
18
件

 　
　
　
　
　
　
　【
協
会
12
名
、農
林
関
係
等
6
名
】

■
技
術
委
員
会 

建
築
部
会

12
／
14（
土
）

静
岡
理
工
科
大
学
交
流
事
業
の
実
施（
再
掲
）

■
技
術
委
員
会 

Ｉ
Ｔ
対
策
部
会 

12
／
6（
金
）〜
7（
土
）

Ｉ
Ｔ
対
策
部
会
視
察
研
修【
参
加
者
4
名
】

・ コ
ベ
ル
コ
建
機
神
戸
テ
ク
ニ
カ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

 セ
ン
タ
ー（
神
戸
市
）

2
／
28（
金
）第
7
回 

Ｉ
Ｔ
対
策
部
会

・ 令
和
2
年
度
事
業
計
画
検
討
　
ほ
か

■
環
境・災
害
対
策
委
員
会

11
／
7（
木
）

道
路
啓
開
三
者
合
同
研
修
会【
総
参
加
人
数
50
名
】

・ 広
域
受
援
計
画
、作
業
要
領
、連
絡
方
法・手
段
等

・ 参
加
機
関
等
：
袋
井
協
会・袋
井
土
木・西
部
地
域
局

1
／
17（
金
）

地
震
対
策
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
2
0
2
0（
大
規
模
図
上

訓
練
）

・ 協
力
者
あ
っ
せ
ん
訓
練
参
加・協
力

1
／
20（
月
）

静
岡
県
西
部
地
域
道
路
啓
開
実
動
訓
練
事
前
打
合
せ

会
参
加

・ 会
　
場
：
西
部
方
面
本
部
室

・ 出
席
者
：
磐
田
市
、磐
田
市
消
防
、磐
田
警
察
署
、

 　
　
　
　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
、中
部
電
力
　
ほ
か

1
／
28（
火
）第
5
回 

環
境・災
害
対
策
委
員
会

・ 令
和
2
年
度
事
業
計
画

・ 道
路
啓
開
実
動
訓
練
参
加・協
力
ほ
か

2
／
3（
月
）

静
岡
県
西
部
地
域
道
路
啓
開
実
動
訓
練
事
前
打
合
せ

会
参
加

・ 会
　
場
：
西
部
方
面
本
部
室

・ 出
席
者
：
磐
田
市
、磐
田
市
消
防
、磐
田
警
察
署
、

 　
　
　
　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
、中
部
電
力
　
ほ
か

2
／
7（
金
）

静
岡
県
西
部
地
域
道
路
啓
開
実
動
訓
練
参
加・協
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　【
協
会
参
加
者
16
名
】

・ が
れ
き
撤
去
、車
両・電
柱
移
動
等

・ 会
場
：
天
竜
川
左
岸
河
川
敷（
掛
塚
橋
北
側
）

■
各
種
研
修
会・講
習
会

2
／
4（
火
）

監
理
技
術
者
講
習【
参
加
者
28
名
】

令
和
元
年
11
月
〜

　
　令
和
2
年
2
月

防災林造成工事

国1バイパス橋梁耐震補強工事

by M.S

令和2年4月1日発行令和2年4月1日発行
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設
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協
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4
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1
1
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5
3
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3
3
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第
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つちおとは、再生紙を使用しています。

http://w
w
w
.fukuroi-kenkyo.or.jp/

つちおとはインターネット上でもご覧いただけます。袋井建設業協会サイトのトップページ（http://www.fukuroi-kenkyo.or.jp）右メニューの「広報紙」をクリックしてください。

建枠上にパイプが仮置きされ、
不安定で危険である。
物の落下による危険の防止

安衛則第537条
防止規定第136条・第137条

法面昇降路にNETIS登録（法面
勾配に対応できる階段）のらくら
くステップを使用し、安全な通路
を確保している。

安衛則第526条

フリートークボックスを設置し、
近隣住民から工事に対するご意
見を聞き、現場運営に反映して
いる。

足場の上に矢板が置かれていて
通路をふさぎ、安全な通路が確
保されていない。

安衛則第540条

技能講習・特別教育その他安全関係講習会 会場：袋井建設業会館受講者募集！！

参加者集合写真 現場パトロール パトロール報告会

■実施日　　令和元年12月 5日（木）
■実施箇所　管内４地区　現場延べ ９箇所

■参加者　28名

開催日 ４月17日（金）

足場の組立て等の業務に係る
特別教育（６時間教育）

開催日 4月24日（金）

刈払機取扱い
作業者安全衛生教育（６H）

開催日 4月28日（火）

開催日 7月  8日（水）

フルハーネス型安全帯使用作業
特別教育【全コース】（６H）

開催日 5月12日（火）

開催日 7月16日（木）

フルハーネス型安全帯使用作業
特別教育【Aコース】（５H）

開催日 5月13日（水） 開催日 5月27日（水）

建設業等における熱中症予防
指導員・管理者研修（3.5H）

開催日 6月 17日（水）
　　　　～ 19日（金）

開催日 5月 21日（木）
　　　　～ 22日（金）

開催日 6月 24日（水）
　　　　～ 25日（木）

開催日 6月 10日（水）
　　　　～ 11日（木）

職長・安全衛生責任者教育
（リスクアセスメントを含む）（14H）

職長・安全衛生責任者
能力向上教育（5H40M）

型枠支保工の組立て等
作業主任者技能講習（１３H）

地山の掘削及び土止め支保工
作業主任者技能講習（１７H）

足場の組立て等
作業主任者技能講習（１３H）

現場管理者
統括管理講習（７H）

フルハーネス型安全帯使用作業
特別教育【全コース】（６H）

※申込用紙は4月1日（水）から協会窓口で受講希望者に配布します。但し、郵送希望の場合は、所定用紙(袋井建協HP掲載)により事務局に依頼のこと。

詳細は「袋井建設業協会HP」をご確認ください。URL http://www.fukuroi-kenkyo.or.jp
お問い合せは　袋井建設業協会（建災防 袋井分会） TEL0538-42-4338/FAX0538-42-4330

【参考】建設業労働災害防止協会静岡県支部HP URL http://www.kensaibou-shizuoka.jp 

令和元年度官民合同年末パトロール
磐田労働基準監督署 4名
袋井土木 1名、 中遠農林 2名、 企業局西部 1名
建災防袋井分会 20名


